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 第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
１．人口の推移 

 

 江差町の人口は年々減少しており、令和２年１２月末現在で７，３１０人となっており、平成

１２年度末の人口と比較すると３，６４９人の減少です。 

 年齢３区分別の人口比率でみると、０～１４歳の年少人口が７．９％、１５歳～６４歳の生産

年齢人口が５３．６％で平成１２年度からみると、年少人口は６．２ポイントの減、生産人口で

は１０．５ポイント減少がみられています。一方で６５歳以上の高齢者人口は３８．５％と１６．

７ポイント増加しており、少子高齢化が顕著に進行している状況を表しています。 

 また、１世帯あたりの人員は１．７４人と２人を割り込んでおり、少子高齢化や生活スタイル

の変化により 1世帯あたりの人員は年々減少しています。 

 

【年齢３区分別】     （単位：人） 

区  分 H12 H22 H27 H30 Ｒ１ Ｒ２ 

総人口 10,959 9,004 8,248 7,564 7,365 7,310 

年少人口 

（0～14歳） 
1,540 1,041 818 656 594 574 

 構成比 14.1% 11.6% 9.9% 8.7% 8.1％ 7.9% 

生産年齢人口 

（15～64歳） 
7,028 5,221 4,591 4,090 3,956 3,918 

 構成比 64.1％ 58.0% 55.7% 54.1% 53.7％ 53,6％ 

高齢者人口 2,391 2,742 2,839 2,818 2,815 2,818 

 65～74歳 1,283 1,267 1,264 1,253 1,242 1,264 

 75歳以上 1,108 1,475 1,575 1,565 1,573 1,554 

 構成比 21.8% 30.5% 34.4% 37.3% 38.2％ 38.5％ 

                    資料：国勢調査（総務省統計局）・住民基本台帳 

                                 ※Ｒ２のみ 12月末現在の数字です。  

 総人口(人) 世帯数(戸) １世帯当たり人員 

 Ｈ12 10,959 4,523 2.42 

 Ｈ22 9,004 3,968 2.27 

 Ｈ27 8,248 3,752 2.20 

 Ｈ30 7,564 4,202 1.80 

 Ｒ2 7,310 4,194 1.74 
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２．障がいのある人・障がいのある児童等の状況  
（１）身体に障がいのある人    身体に障がいがある人（身体障害者手帳所持者）は、令和元年度末現在で５４１人で 
平成２８年度末の５４３人とほぼ変わらない人数です｡  障がい種別で大きく増加しているのは、「内部障がいの心臓機能障がい」の方が１０人、 
次いで「視覚障がい」が３人となっています。心臓機能障がいの方は、ペースメーカーや 
除細動器の植込みが主な理由です。じん臓機能障がいの方が５人減っていますが、透析患 
者さんの死亡、転出によるものです。令和２年度中には再度じん臓機能障害の新規申請が 
増えております。等級別では最重度の１級が最も多く３３．１％、４級が２４．６％、 
３級が１４．６％、２級が１２．６％となっております。 

【身体障害者手帳所持者数（障がい種別）】 （単位：人） 

区 分 H28 H29 H30 Ｒ１ 

視覚障がい 34 36 33 37 

聴覚・平衡機能障がい 42 41 40 40 

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 6 5 4 

肢体不自由・運動機能障がい 328 326 321 321 

内
部
障
が
い 

心 臓 80 83 94 90 

じん臓 30 29 28 25 

呼吸器 4 4 4 5 

ぼうこう又は直腸 17 18 19 18 

小 腸 0 0 0 0 

免 疫 0 0 0 0 

肝 臓 1 1 1 1 

合 計 543 544 545 541 

 （資料：北海道檜山振興局） 
 

【身体障害者手帳所持者数（等級別）】 （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

１ 級 186 171 171 173 183 179 

２ 級 90 84 79 76 69 68 

３ 級 85 83 82 83 79 79 

４ 級 140 137 132 132 135 133 

５ 級 48 48 49 48 48 49 

６ 級 36 31 30 32 31 33 

合 計 585 554 543 544 545 541 

（資料：北海道檜山振興局） 
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（２）精神に障がいのある人    精神に障がいがある人の手帳は「精神障害者保健福祉手帳」の名称で交付されています。  交付状況は令和元年度末で４２人と、平成２６年度と比べ大きな差はなく令和元年度の総 
人口の約０．６％に相当します。  年に１～２人の新規申請者がおりますが、ほぼ同数の転出や死亡により所持者数に大き
な変化はみられていません。 
【精神障害者保健福祉手帳等級別交付状況】 （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

１ 級 8 4 8 8 6 5 

２ 級 20 17 20 23 26 25 

３ 級 15 9 15 14 11 12 

合 計 43 30 43 45 43 42 

（資料：北海道江差保健所） 
 

（３）知的に障がいのある人  
知的障がいのある人（療育手帳の所持者）は、令和元年度末で１７４人と平成２８年度  末と同数になっており、総人口に対し２．４％の割合になっています。 
障がいの程度別では、Ａ判定（重度）が７４人、Ｂ判定（中・軽度）が１００人となっ 
ています。手帳の新規申請者は年に１～２人ですが、転出や死亡により総数に大きな変化 
はみられていません。 
【療育手帳所持者数（判定区分別）】   （単位：人） 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

Ａ判定（重 度） 91 80 79 83 85 74 

 18歳未満 5 4 4 3 2 1 

 18～65歳未満 63 59 58 58 58 55 

 65歳以上 23 17 17 22 25 18 

Ｂ判定（中軽度） 100 95 95 96 97 100 

 18歳未満 19 20 21 17 18 19 

 18～65歳未満 75 71 71 72 72 74 

 65歳以上 6 4 3 7 7 7 

合  計 191 175 174 179 182 174 

 18歳未満 24 24 25 20 20 20 

 18～65歳未満 138 130 129 130 130 129 

 65歳以上 29 21 20 29 32 25 

（資料：北海道檜山振興局） 
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（４）指定難病特定医療費受給者数の推移 
指定難病特定医療費受給者は難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）に加え

北海道が指定する特定疾患治療研究事業があります。本町の指定難病特定医療費受給者数

は、次のとおりです。３年前から７つの病名が増え、５人の受給者の増加がみられます。 
   【指定難病特定医療費受給者数】             （単位：人） 

疾  病  名 H28 Ｒ１ 

下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 1 1 

潰瘍性大腸炎 4 6 

下垂体前葉機能低下症 2 2 

全身性強皮症 3 1 

クローン病 5 5 

原発性胆汁性胆管炎 4 4 

後縦靱帯骨化症 5 3 

再生不良性貧血 1 0 

神経線維種症 0 1 

サルコイドーシス 2 3 

シェーグレン症候群 5 8 

自己免疫性肝炎 1 2 

重症筋無力症 2 1 

進行性核上性麻痺 1 1 

筋萎縮性側索硬化症 1 1 

脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く） 3 4 

全身性エリテマトーデス 4 3 

大脳皮質基底核変性症 1 2 

多系統萎縮症 5 3 

顕微鏡的多発性血管炎 0 1 

好酸球性多発性血管炎性肉芽腫症 0 1 

好酸球性副鼻腔炎 0 1 

多発性硬化症／視神経脊髄炎 2 2 

特発性拡張型心筋症 1 2 

特発性血小板減少性紫斑病 4 3 

パーキンソン病 12 15 

ベーチェット病 3 2 

網膜色素変性症 2 1 

もやもや病 2 2 

特発性大腿骨頭壊死症 2 0 

家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1 1 

特発性間質性肺炎 1 0 

脊髄空洞症 1 1 
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疾  病  名 H28 Ｒ１ 

強直性脊椎炎 1 1 

皮膚筋炎／多発性筋炎 0 2 

先天性血液凝固因子障害 0 1 

突発性難聴 0 1 

合   計 82 87 

                     （資料：北海道江差保健所）  
（５）障害支援区分の認定状況   障害支援区分は、障がい福祉サービスの利用の際に必要とされる標準的な支援の度合い
を総合的に示すものとなっております。   平成２８年度から平成３０年度までは総数の大きな増減はみられませんでしたが、令和 
元年度では養護老人ホームひのきの開設により、在宅で独居生活をされていた高齢の障が 
い者が複数名入居され、また、町外の老人ホームに入居し転出される方や死亡者等が重な 
り、２３名の減となりました。  障害支援区分では最重度の区分６が最多で４５人、次いで区分２が４２人、１番軽度の 
区分１は、６人と少ない人数となっています。加齢により重度化が進む一方、介護保険で 
は通院の送迎が利用出来ない人（要介護１未満）の新規申請により、比較的障がいの軽い 
区分２の認定者が多くいることが分析されます。     

【障害支援区分認定者数】 （単位：人） 

年度別 H28 H29 H30 Ｒ１ 備考 

区分１ 9 9 8 6  

区分２ 46 47 50 42  

区分３ 28 31 30 25  

区分４ 25 28 28 29  

区分５ 31 28 22 20  

区分６ 5０ 51 52 45  

合 計 189 194 190 167  

  （資料：町民福祉課 各年度末現在） 

 （単位：人） 

種 別 身 体 知 的 精 神 難 病 合 計 

区分１ 5 1   6 

区分２ 10 28 4  42 

区分３ 11 11 3  25 

区分４ 3 22 3 1 29 

区分５ 1 19   20 

区分６ 10 34 1  45 

合 計 40 115 11 1 167 

（資料：町民福祉課 Ｒ２年 3月３１日現在）  
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（６）障がいのある児童の状況 
 

【通園・通学の状況】 
 

①  保育所・幼稚園  
令和２年１０月現在における保育所・幼稚園に通う障がいのある児童数は、１人です。  

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

障がいのある児童数 1人 0人 0人 0人 1人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：健康推進課） 
  
②  特別支援学級 
 

教育の場において、特性等に応じた支援が必要と思われる児童・生徒を対象に、特別支援

学級を設置しています。  
【 小 学 校 】      

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別支援学級数 9 11 13 14 13 

在学者数（人） 22 22 23 24 20 

 高学年 5 8 11 11 7 

 中学年 11 10 7 6 6 

 低学年 6 4 5 7 7 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
 

【 中 学 校 】      

年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別支援学級数 7 6 6 6 6 

在学者数（人） 12 9 6 8 13 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
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③ 特別支援学校  
令和２年１０月現在における特別支援学校在学者数は、小学部０人、中学部１人、高等部

８人です。  
【 特別支援学校在学者数 】 

学 年 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

中学部 

1年 1 1 0 0 1 

2年 0 1 1 0 0 

3年 0 0 1 1 0 

高等部 

1年 1 4 5 1 2 

2年 0 1 4 5 1 

3年 2 0 1 4 5 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：江差町教育委員会） 
 

 

【巡回児童相談の実施状況】 
 

障がいを有する児童や発達に遅れが見られる児童、養育に不安（困難）を抱えている保護

者等に対して、函館児童相談所職員の派遣を受け、面談や心理判定等を実施しています。  
年度別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

新 規 1人 6人 4人 0人 2人 

継 続 5人 7人 15人 5人 3人 

合 計 6人 13人 19人 5人 5人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：健康推進課） 
 

 

【特別児童扶養手当の支給状況】 
 

２０歳未満で精神又は身体に障がいを有する児童を家庭で養育している父母等に対して、

北海道から支給されます。  
年 度 別 H28 H29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

特別児童扶養手当受給者数 20人 16人 14人 17人 19人 

（Ｒ2年のみ 10月末現在 資料：町民福祉課） 
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【小児慢性特定疾病医療受給者数の推移】 
 

平成２６年５月３０日に児童福祉法の一部を改正する法律が公布され、平成２７年１月１

日より児童福祉法に基づく「小児慢性特定疾病」医療支援制度が施行されました。 
この制度は、慢性疾患にかかっていることにより、長期にわたり療養を必要とする児童等

（小児慢性特定疾病児童等）の健全な育成を図るため、その治療方法の確立と普及を目的と

した研究等に資する医療の給付等を行うものです。 
令和元年７月１日より、７５６疾病に６疾病が追加され対象疾病が７６２疾病（１６疾患

群）に拡大されています。 
江差町における医療給付等の対象件数は、平成２８年度から令和元年度まで５人の増加が

みられています。       
【小児医療等給付（小児慢性特定疾患治療研究）】      （単位：件） 

対象疾患群（1６疾患群） H28 R１ 

悪性新生物 2 3 

慢性腎疾患   

慢性呼吸器疾患   

慢性心疾患  １ 

内分泌疾患   

膠原病  １ 

糖尿病   

先天性代謝異常   

血液疾患  １ 

免疫疾患 1  

神経・筋疾患  １ 

慢性消化器疾患  １ 

染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群   

皮膚疾患   

骨系統疾患   

脈管系疾患   

合  計 3 ８ 

                 （資料：北海道江差保健所） 
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３．補装具・日常生活用具・自立支援医療等の利用状況 

  
（１）補装具費の支給状況    補装具費の利用状況は、平成２７年度から令和元年度までの平均は、２２件となってい
ます。支給内容は主に車椅子、補聴器、義肢、装具などがあり、修理のみで再度利用でき

るものは修理のみの支給になりますが、耐用年数を超えて利用出来ないものは再支給の対

象になります。                                【補装具費の支給状況】              （単位：件） 

種 類 義 肢 装 具 車いす 補聴器 その他 合 計 

Ｈ２７ 

交付 0 6 4 3 1 14 

修理 0 1 4 3 0 8 

計 0 7 8 6 1 22 

Ｈ２８ 

交付 1 3 4 2 2 12 

修理 0 1 5 1 0 7 

計 1 4 9 3 2 19 

Ｈ２９ 

交付 4 2 2 3 3 14 

修理 0 1 6 1 0 8 

計 4 3 8 4 3 22 

Ｈ３０ 

交付 4 1 4 2 5 16 

修理 1 0 8 1 0 10 

計 5 1 12 3 5 26 

Ｒ１ 

交付 4 2 4 4 3 17 

修理 1 1 2 1 0 5 

計 5 3 6 5 3 22 

                             （資料：町民福祉課） 
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（２） 日常生活用具費の給付状況 
 

  日常生活用具費については、各年度により申請内容も異なっていますが、人工肛門や膀 
胱ろう造設によるストマ用装具の利用者が多くを占めています。大腸・直腸癌の利用者が

多く、利用者の死亡により実績が減となる年もあります。医療的ケア児に対しては、動脈血 
中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）や電気式たん吸引器、紙おむつの支給を行っ

ており、他には腹膜透析の患者さんに透析液加温器やてんかん発作による怪我予防の為の頭

部保護帽などの給付があります。 
 

【日常生活用具費の給付状況】 （単位：件） 

給付品目 H28 H29 H30 Ｒ1 

（介護・訓練用支援用具） 4    

 特殊寝台 1    

 特殊マット 1      

 体位変換器 2    

（自立生活支援用具）  1  1 

 入浴補助用具     1   

頭部保護帽       1 

（在宅療養等支援用具）  2  3 

 透析液加湿器     1     1 

 ネブライザー（吸入器）     

 電気式たん吸引器     1    1 

動脈血中酸素飽和度測定器       1 

（情報・意思疎通支援用具）  2 1 1 

 点字器     

 視覚障害者用ポータブルレコーダー     

 視覚障害者用拡大読書器     2    1    1 

 盲人用時計     

 人工喉頭     

（排泄管理支援用具） 246 232 255 209 

 ストマ用装具 222 200 219 180 

 紙おむつ等 24 32 36 29 

（住宅改修）     

 居宅生活動作補助用具     

合  計 250 237 256 214 
 

                                （資料：町民福祉課） 
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（３）自立支援医療の状況  
【自立支援医療（精神通院）受給者数の推移】 
  自立支援医療（精神通院）のみ支給決定は北海道が行っています。平成２６年から大き
な増減はありませんが、年間に５件前後の新規申請者がおります。転入、転出、死亡によ

り、受給者数の動きがみられています。 
（単位：人） 

年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（通院）受給者数 143 141 131 136 140 135 

（資料：北海道江差保健所） 

  
【自立支援医療（更生医療）受給者数の推移】 
  江差町では主に透析治療（腹膜透析及び人工透析）をされている人が受給しています。
透析以外では、膝や股関節等の人工関節の手術をされた方の実績も含まれています。  

（単位：人） 

年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（更生医療） 27 27 34 32 30 26 

（資料：町民福祉課 各年度末現在） 

 

【自立支援医療（育成医療）受給者数の推移】 
  年に１名程の新規申請者がおります。心臓の手術や口蓋裂、脊椎の側弯症、多指症等の
申請の実績があります。                           

（単位：人） 
年 度 別 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

自立支援医療（育成医療） 1 1 0 1 1 0 

（資料：町民福祉課 各年度末現在） 
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男性

60.3%

女性

38.1%

無回答

1.6%

性別

男性 女性 無回答

４．福祉に関するアンケート調査結果 
 

(１)江差町の福祉に関するアンケート調査の目的 

 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の策定に向けた取り組みを進める中で、町民

の皆さまの福祉に関する意向などを把握し、計画策定の参考とさせていただくため、本調査を実

施しました。 

 

(２)調査期間 

令和２年１１月 5日～１１月２７日 

 

(３)調査対象者・配布数・回収数 

 令和２年１１月１日現在、江差町に居住している障害者手帳等をお持ちの方から無作為に抽出

した方を対象として実施しました。 

 

 

問１． あなたの性別はどちらですか。（どちらか一方を選択） 

 本調査で回答していただいた６３名のうち、「男性」が３８名で６０．３％、「女性」が２４名

で３８．１％、無回答が１名で１．６％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査方法 郵送による配布・回収及び直接電話をいただいた場合は訪問による回収 

配布数 １００通 

回収数 ６３通（回収率 ６３．０％） 

 

性別 人数 割合 

男性 ３８ ６０．３％ 

女性 ２４ ３８．１％ 

無回答 １ １．６％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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問２． あなたの現在の年齢は何歳ですか。（どれか 1つを選択）※令和２年１１月１日時点 

 「６５歳以上」の方が６３名中２３名で、次いで「４０～４９歳」の方が１５名となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３． あなたの持っている手帳の種類と等級（程度）、自立支援医療（精神通院医療）の利用の有
無、特定医療費（指定難病）利用の有無、障害者年金の受給状況について回答ください。（該

当するもの全てを選択） 

 

 ５４名の方から回答がありました。３障害の手帳のうち、「身体障害者手帳」が２５名と１番多

く、次いで「療育手帳」の２０名、「精神保健福祉手帳」の８名です。（重複障害の方もおります） 

また、精神保健福祉手帳の所持の有無に関わらず何らかの精神疾患により「自立支援医療（精神

通院）」を受給している人は１２名、指定難病の方は４名です。 

 身体障害では重度の１級が１番多く、療育手帳も同様に、より重度のＡの方が多い結果です。 

 障害者年金を受給している方は、合計３１名で回答者の半数以上が受給しており、その内１級

が２０名と約７割を占めています。 

 

 1級  ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 未受給 合計 割合 

身体障害者手帳(表１) １３ ３ ２ ４ ０ ３  ２５ ３９．１％ 

精神保健福祉手帳(表２) １ ７ ０     ８ １２．５％ 

障害者年金(表３) ２０ １０ １    ８ ３１ ４８．４％ 

 

 

 

 

 

 

年齢 人数 割合 

０～６歳 ５ ７．９％ 

７～１４歳 ３ ４．８％ 

１５～１７歳 ０ ０％ 

１８～１９歳 １ １．６％ 

２０～２９歳 ２ ３．２％ 

３０～３９歳 ６ ９．５％ 

４０～４９歳 １５ ２３．８％ 

５０～６４歳 ８ １２．７％ 

６５歳以上 ２３ ３６．５％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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1

7

0
0

2

4

6

8

１級 ２級 ３級

(人)

(等級)

精神保健福祉手帳 20

10

1

8

0

4

8

12

16

20

１級 ２級 ３級 未受給

(人）

(等級)

障害者年金

8

12

Ｂ

Ａ

0 2 4 6 8 10 12

(等級）

(人）

療育手帳

(表１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表２)                (表３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ 合計 

療育手帳(表４) １２ ８ ２０ 

13

3
2

4

0

3

0

4

8

12

16

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

(人）

(等級）

身体障害者手帳
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4

12

0 2 4 6 8 10 12

利用している

(人）

自立支援医療 特定医療費（指定難病）

 

 

 

 

(表５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４． 問３で「身体障害者手帳」の等級を選択した人のみ回答ください。 

あなたの身体障害者手帳の障害種類を回答ください。（該当するもの全てを選択） 

 「内部障害」が３０名中１３名で、次いで「視覚障害」と「肢体不自由」がそれぞれ３名ずつと

なっています。また、等級別でも「内部障害の１級」が７名で１番多く、次いで「内部障害の４

級」が４名となっています。 

 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計 割合 

視覚障害 １ １ ０ ０ ０ １ 3 １０．０％ 

聴覚障害 ０ １ ０ ０ ０ １ 2 ６．７％ 

音声・言語・咀嚼機能障害 １ ０ ０ ０ ０ ０ 1 ３．３％ 

肢体不自由(上肢) ３ ０ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

肢体不自由(下肢) ３ ０ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

肢体不自由(体幹) ２ １ ０ ０ ０ ０ 3 １０．０％ 

内部障害 ７ １ １ ４ ０ ０ 13 ４３．３％ 

無回答 ０ ０ １ ０ ０ １ 2 ６．７％ 

合計(延べ人数) １７ ４ ２ ４ ０ ３ ３０ １００．０％ 

 

 

 

 

 

 利用している 

自立支援医療（精神）(表５) １２ 

特定医療費(指定難病)(表５) ４ 
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利用

している

61.9%

利用して

いない

31.7%

申請中

3.2%

無回答 3.2%

障害福祉サービスの利用

利用している 利用していない 申請中 無回答

問５． あなたは現在障害福祉サービスを利用していますか。（どれか 1つを選択） 

 「利用している」が６３名中３９名で６１．９％、「利用していない」が２０名で３１．７％、

「申請中」が２名で３．２％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用の有無 人数 割合 

利用している ３９ ６１．９％ 

利用していない ２０ ３１．７％ 

申請中 ２ ３．２％ 

無回答 ２ ３．２％ 

合計 ６３ １００．０ 
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区分１

5.1%

区分2

12.8%

区分３

5.1%

区分４

17.9%

区分5 5.1%

区分６

12.8%

児童通所のみ

17.9%

就労支援のみ

2.6%

無回答

20.5%

障害支援区分

区分1 区分2 区分3

区分4 区分5 区分6

児童通所のみ 就労支援のみ 無回答

※障害支援区分とは、心身の状態や障がいの特性に応じて必要とされる標準的な支援の度

合いを表す６段階の区分のことです。（区分１～６：区分６の方が支援の度合いが高い） 

 区分の認定が必要なサービスと不要なサービス（児童通所や就労支援など）があります。 

問６． 問５で「利用している」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの障害支援区分※を教えてください（どれか 1つを選択）。 

 

回答者３９名中、「区分４」と「児童通所のみで区分はついていない」がどちらも７名で１７．

９％、次いで「区分２」と「区分６」が同数の１２．８％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人数 割合 

区分１ ２ ５．１％ 

区分２ ５ １２．８％ 

区分３ ２ ５．１％ 

区分４ ７ １７．９％ 

区分５ ２ ５．１％ 

区分６ ５ １２．８％ 

児童通所のみで 

区分はついていない 
７ １７．９％ 

就労支援のみで 

区分はついていない 
１ ２．６％ 

無回答 ８ ２０．５％ 

合計 ３９ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、

各回答の割合の合計が１００．０％にならない

場合があります。 
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問７． 問５で「利用している」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの利用しているサービスの種類を回答ください。（該当するもの全てを選択） 

 回答者３９名中、１番多かったのは２３名の「計画相談支援」です。サービスを利用する上で、

その人に合ったケアプラン作成は必須となっています。また、「計画相談支援」以外での作成方法

は下図に記載の介護保険のケアマネジャーか自分で作成するセルフケアプランになります。 

利用しているサービスの種類では「グループホーム」が１６名と１番多く、次いで「就労支援

ＡかＢ」となっています。「グループホーム」と「就労支援ＡかＢ」または「生活介護」を同時に

利用している人も多く、３９名が６２のサービスを利用していることになります。 

 

ケアプランの作成方法 人数 

計画相談支援（あすなろ相談支援センター） ２３ 

セルフ・介護保険 １６ 

合計 ３９ 

 

 

 

 

2

2

2

3

3

7

7

8

12

16

0 4 8 12 16

その他(※)

短期入所

施設入所

訪問看護

家事援助(買い物や掃除など)

通院の送迎

児童通所

生活介護

就労支援ＡかＢ

グループホーム

(人)

利用しているサービスの種類

※その他記述 

 ・生活自立支援作業所 ・カタセール 
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問８． 問５で「利用していない」「申請中」を選択したのみ回答ください。 

今後、あなたが利用したいと思うサービスの種類を回答ください。 

 「利用していない」「申請中」を選択した方の合計は２２名です。そのうち、「利用する必要は

ない」と回答した方が１２名となっています。 

 施設やグループホームの利用希望者は０名で、「利用する必要はない」若しくは「通院の送迎」

「家事援助」「訪問看護」等在宅でのサービスを希望しています。 

 

利用したいと思うサービス 人数 

利用する必要はない １２ 

児童通所  １ 

通院の送迎 １ 

家事援助 １ 

生活介護 １ 

訪問看護 １ 

施設入所 ０ 

グループホーム ０ 

就労支援 Aか B ０ 

短期入所 ０ 

計画相談支援（あすなろ相談支援センター） ０ 

無回答 ３ 

その他(※) ２ 

合計 ２２ 

※その他記述 

・通院費 ・家にいる時の家族訪問、生活確認 
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6

2

2

2

4

11

3

3

1

10

25

9

1

9

5

4

7

17

15

1

14

1

4

2

2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

どのように暮らしているか

ひとり暮らし 夫婦二人暮らし 家族と同居 障がい者のグループホーム その他の施設

問９． あなたは現在どのように暮らしていますか。（どれか 1つを選択） 

 実人数では「家族と同居」が６３名中２５名で３９．７％、次いで「障がい者のグループホー

ム」が１７名で２７．０％です。障がいの種類等別では「自立支援」で「家族と同居」が１２名中

９名、「特定医療費」で「夫婦二人暮らし」が４名中３名でどちらも７５．０％となっています。 

 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 

ひとり暮らし ４ ０ ２ ２ ０ ２ ６ 

夫婦二人暮らし １０ ０ ０ １ ３ ３ １１ 

家族と同居 ７ ４ ５ ９ １ ９ ２５ 

障がい者のグループホーム １ １４ １ ０ ０ １５ １７ 

入院している ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

その他の施設 ２ ２ ０ ０ ０ ２ ４ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ 
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8

2

2

3

2

3

13

6

2

7

5

21

16

1

3

4

10

7

6

2

1

1

1

4

3

1

1

2

1

１

1

2 3

1

1

1

5

3

2

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

世帯の収入

生活保護 100万円以下 101万円～200万円 201万円～300万円 301万円～400万円

401万円～500万円 501万円～600万円 601万円～700万円 701万円以上 無回答

問１０．あなたの世帯の収入状況を教えてください。（障害年金収入も含む） 

 実人数では「１０１万円～２００万円」が６３名中２１名で３３．３％、次いで「１００万円

以下」が１３名で２０．６％です。障がいの種類等別では「障害者年金」で「１０１万円～２００

万円」が３１名中１６名で５１．６％、次いで「療育手帳」で「１０１万円～２００万円」が２０

名中１０名、「精神保健福祉手帳」で「１０１万円～２００万円」が８名中４名、「特定医療費」で

「生活保護」が４名中２名でいずれも５０．０％となっています。 

 「４０１万円以上」の世帯は合計７名で、児童通所利用の保護者が主となっています。反対に 

低いところでは６３名中４２名が「２００万円以下」の世帯となっています。独居や同居人数に

より単純に比較は出来ませんが、収入だけでみると障がい者世帯は低所得者が多い傾向であると

いえます。 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 割合 

生活保護 ３ ０ ２ ３ ２ ２ ８ １２．７％ 

100万円以下 ５ ７ ０ ２ ０ ６ １３ ２０．６％ 

101万円～200万円 ７ １０ ４ ３  １ １６ ２１ ３３．３％ 

201万円～300万円 ４ １ ０ １ １ ２ ６ ９．５％ 

301万円～400万円 １ ２ ０ １ ０ １ ３ ４．８％ 

401万円～500万円 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６％ 

501万円～600万円 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３．２％ 

601万円～700万円 １ ０ ０ ０ ０ １ ３ ４．８％ 

701万円以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．６％ 

無回答 ２ ０ ２ ２ ０ ３ ５ ７．９％ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

44

24

2

9

5

15

18

3

1

1

2

4

2

1

2

2

1

1

1

5

1

1

2

1

3

5

2

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実人数

障害者年金

特定医療費

自立支援

精神

療育手帳

身体障害

将来どのように暮らしたいか

今の生活をそのまま続けたい 一人暮らしをしたい 家族と同居したい

障がい者のGHで暮らしたい その他の施設で暮らしたい 無回答

問１１．あなたは将来どのように暮らしたいと思いますか。（どれか１つを選択） 

 実人数では「今の生活をそのまま続けたい」が６３名中４４名で６９．８％です。障がいの種

類等別では「障害者年金」で「今の生活をそのまま続けたい」が３１名中２４名で７７．４％、次

いで「身体障害」、「療育手帳」、「自立支援」の「今の生活をそのまま続けたい」がそれぞれ２４名

中１８名、２０名中１５名、８名中５名でいずれも７５．０％でした。 

 施設等の入所希望は全体の７％であり、他は「今の生活をそのまま続けたい」「一人暮らしをし

たい」「家族と同居したい」を希望されている為、在宅での生活の希望が全体の約８０％に上りま

す。在宅生活を継続するためには現在の障がい等の状況を把握し、それに応じた適切なサービス

提供が必要になると考えられます。 

 身体 

障害 
療育 精神 

自立 

支援 

特定 

医療費 

障害者 

年金 
実人数 割合 

今の生活を 

そのまま続けたい 
１８ １５ ５ ９ ２ ２４ ４４ ６９．８％ 

一人暮らしをしたい ２ １ ０ ０ ０ １ ３ ４．８％ 

家族と同居したい ０ ２ １ ０ ０ ２ ４ ６．３％ 

障がい者のグループ

ホームで暮らしたい 
０ １ ０ ０ １ １ ２ ３．２％ 

その他の施設で 

暮らしたい 
３ ０ １ ２ １ １ ５ ７．９％ 

無回答 １ １ １ １ ０ ２ ５ ７．９％ 

合計 ２４ ２０ ８ １２ ４ ３１ ６３ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が１００．０％にならない場合があります。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問１２．問１１の「将来」とは今から何年後を想定していますか。（どれか 1つを選択） 

 「６年～１０年後」が１８名で２８．６％、次いで「１年～５年後」が１７名で２７．０％とな

っています。 

 児童は１１年～３０年後の回答が多いですが、半数以上は１０年以内の将来を想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年～5年後

27.0%

6年～10年後

28.6%

11年～20年後

7.9%

21年～30年後

6.3%

無回答

30.2%

「将来」とは何年後の想定か

1年～5年後 6年～10年後 11年～20年後 21年～30年後 無回答

「将来」の想定 人数 割合 

１年～５年後 １７ ２７．０％ 

６年～１０年後 １８ ２８．６％ 

１１年～２０年後 ５ ７．９％ 

２１年～３０年後 ４ ６．３％ 

３０年後以上 ０ ０％ 

無回答 １９ ３０．２％ 

合計 ６３ １００．０％ 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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(人）
必要と思う支援

問１３．希望する暮らしをするためには、どのような支援が必要と思いますか。（該当するもの全 

てを選択） 

 「色々な相談が出来る支援が受けられること」が９５名中２２名で、次いで「医療的ケアなど

が適切に受けられること」が１８名となっています。 

 次に「金銭的な負担を軽くすること」「必要な在宅サービスが適切に受けられること」「障害内

容に合った住まいの確保」と続きますが、まずは記載の要望等についても相談できる体制を整え、

様々な相談、要望を気軽に出来ることが大切だと考えます。相談が出来る体制が整うと、「金銭的

な負担を軽くすること」や「医療的ケアなどが適切に受けられること」に関する相談などにも対

応が可能になると考えます。江差町には「あすなろ相談支援センター」がありますので、センタ

ーの町民への周知や市町村窓口との連携を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要だと思う支援 人数 割合 

色々な相談が出来る支援が受けられること ２２ ２３．２％ 

医療的ケアなどが適切に受けられること １８ １８．９％ 

金銭的な負担を軽くすること １７ １７．９％ 

必要な在宅サービスが適切に受けられること １３ １３．７％ 

障害内容に合った住まいの確保 ７ ７．４％ 

特に支援を必要としない ７ ７．４％ 

精神障がい者対応のグループホームの開設 ２ ２．１％ 

無回答 ７ ７．４％ 

その他 ２ ２．１％ 

合計(延べ人数) ９５ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が 

１００．０％にならない場合があります。 

※その他の記述 

・日々の生活にメリハリを持ち生きがいを持てる支援 

・近場に短期入所のできる所があればいい 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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(人） 平日の日中の過ごし方

問１４．あなたは平日の日中をどのように過ごしていますか。（該当するもの全てを選択） 

 「自宅で過ごしている」が６９名中２２名で、次いで「収入を得る仕事をしている」が１８名と

なっています。 

 自宅で過ごす人以外では、就労や作業所等で何らかの日中活動をしている人が多い結果です。 

 

平日の日中の過ごし方 人数 割合 

自宅で過ごしている ２２ ３１．９％ 

収入を得る仕事をしている（就労支援 A、Bも含む） １８ ２６．１％ 

福祉施設、作業所等に通っている １２ １７．４％ 

保育園、幼稚園等に通っている ４ ５．８％ 

小中高など学校に通っている ４ ５．８％ 

専業主婦（主夫）をしている １ １．４％ 

ボランティアなど収入を得ない活動をしている ０ ０％ 

無回答 ５ ７．２％ 

その他（施設入所中）  ３ ４．３％ 

合計(延べ人数) ６９ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が１００．０％に

ならない場合があります。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

自営業

16.7%

正社員

11.1%

パート

11.1%

福祉的就労

61.1%

勤務形態

自営業 正社員 パート勤務 福祉的就労

仕事を

したい

13.3%

仕事は

したくない

2.2%

仕事はできない

48.9%

無回答

35.6%

仕事をしたいか

仕事をしたい 仕事はしたくない

仕事は出来ない 無回答

問１５．問１４で「収入を得る仕事をしている」を選択した人のみ回答ください。 

あなたの勤務形態を教えてください。（どれか 1つを選択） 

 「福祉的就労（就労支援 A・B）」が１１名で６１．１％、次いで「自営業」が３名で 

１６．７％となっています。アンケート結果では非正規雇用は１８名中２名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．問１４で「収入を得る仕事をしている」以外を選択した人のみ回答ください。 

あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（どれか 1つを選択） 

 「仕事は出来ない」が２２名で４８．９％、次いで「仕事をしたい」が６名で１３．５％となっ

ています。仕事をしていない人の中でも、就労に意欲がある人に対する支援を検討する必要があ

ります。（無回答の１６名は高齢者や児童の回答が主でした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

勤務形態 人数 割合 

自営業 ３ １６．７％ 

正社員 ２ １１．１％ 

アルバイト ０ ０．０％ 

パート勤務 ２ １１．１％ 

福祉的就労 

(就労支援 A・B) 
１１ ６１．１％ 

合計 １８ １００．０％ 

仕事をしたいか 人数 割合 

仕事をしたい ６ １３．３％ 

仕事はしたくない １ ２．２％ 

仕事は出来ない ２２ ４８．９％ 

無回答 １６ ３５．６％ 

合計 ４５ １００．０％ 

※上記は問１４で無回答の５名を含めた数字です。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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仕事をしたくない/出来ない理由

問１７．問１６で「仕事はしたくない」「仕事は出来ない」を選択した人のみ回答ください。 

その理由を教えてください。（該当するものを全て選択） 

 「治療を優先しなければならないから」が３２名中１２名で、次いで「その他」が５名となって

います。 

 「以前に探したが見つからなかったから」や「自分の障害が理解されないから」等の回答では、

以前は就労意欲があったことが伺える為、問１６と同様に就労支援の必要性を検討する必要があ

ります。 

 

仕事をしたくない/できない理由 人数 割合 

治療を優先しなければならないから １２ ３７．５％ 

自分の障害が理解されないから ４ １２．５％ 

今の生活に満足しているから ３ ９．４％ 

医師から止められているから ３ ９．４％ 

仕事をすることに馴染めないから ２ ６．３％ 

仕事をしなくても生活出来ているから １ ３．１％ 

以前に探したが見つからなかったから １ ３．１％ 

無回答 １ ３．１％ 

その他 ５ １５．６％ 

合計(延べ人数)  ３２ １００．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)その他 

・高年齢と特養施設に入居中のため ・身体的に仕事は出来ない 

・まだ幼児のため ・何もできない ・仕事をする能力がない 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
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(人） 仕事をするために必要だと思うこと

問１８．問１６で「仕事をしたい」を選択した人のみ回答ください。 

仕事をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。（該当するもの全てを選択） 

 「職場での障害に対する理解の深まり」が２２名中５名で、次いで「ハローワークと自治体や

相談機関の連携体制」が４名となっています。 

 「仕事をしたい人」の中での就労に対する具体的な希望が明確化されている為、問１６～１８

を通して就労支援の必要性が浮き彫りになっています。 

 

仕事をするために必要だと思うこと 人数 割合 

職場での障がいに対する理解の深まり ５ ２２．７％ 

ハローワークと自治体や相談機関の連携体制 ４ １８．２％ 

職場で介助や援助等が受けられること ３ １３．６％ 

障がい者の就労についての専門機関の充実 ３ １３．６％ 

事業所の障がい者雇用の拡大 ２ ９．１％ 

就労前の職業訓練の充実 ２ ９．１％ 

在宅勤務が出来る環境の整備 ２ ９．１％ 

通院治療の時間の確保 ０ ０％ 

その他 １ ４．５％ 

合計(延べ人数) ２２ １００．０％ 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、各回答の割合の合計が 

１００．０％にならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他記述 

・仕事にノルマを付けない 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問１９．あなたが普段困っていることを３つ記入してください。 

 １９名から回答がありました。通院や買い物に不便を感じている人が３名、歩行や散歩、外出

時の移動等の不安を感じている人もおり、トイレなどの環境整備や就労の問題を記入している人

もおりました。問１３にもありましたようにこのような問題を気軽に相談できる体制の充実を図

っていきたいと思います。 

 

①  ②  ③  

自分のような障がい者が働

ける職場がないことです。 

  

散歩がしたいです。 

  

歩くことが困難になって来

たことです。 

  

補聴器使用であるにも関わ

らず良く聞こえず、何度か業

者にメンテナンスしてもら

っていますが改善しません。 

日々、坦々と暮らしているの

で刺激が欲しいです。 

今は新型コロナウイルスに

より外出面会等自粛制限有

るため、解禁されたら自宅に

一度戻って気分転換を図り

たいです。 

病院に行こうにもバスがな

く、いつもハイヤーで行って

います。私は車で気楽に病院

に行きたいです。 

  

薬の副作用でトイレが近く

なって困っています。１日１

２回（夜中２～３回）と非常

に回数が多く、１回に出る尿

の量は１００ｍℓ以下と少

ないです。 

  

不安で眠れなくなることが

あります。 

上手くいかないと気分が落

ちます。 

大事な事を忘れる時もあり

ます。 

収入がないことです。 

  

１週間に１回は買物バスが

あればいいと思います。 

１週間に１時間の介護が来

てくれているので、困った事

はありません。 

今はコロナが怖いです。 

身体が不自由でつらく、車イ

スでの外出時に駐車場や段

差に不便を感じます。 
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■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

買い物が遠くて大変なので、

近くに店が欲しいです 

買い物バスがほしいです。 

（行き帰りのバス、１週間に

１回） 

函館帰りのバスで３時過ぎ

たら７時までバスがないこ

とです。 

近郊に入所や通所の施設が

ないことです。 

  

これからの生活や自分の体

調が不安です。 

  

コロナ禍で家族に会えない

今の状況がつらいです。 

  

オストメイト用トイレが少

なく、下手したら飲食店等で

まだ和式があり、使用が難し

いです。 

  

収入に対して借金の返済が

大変です。 

両親の行動が大変で、両親だ

けでいる時が心配になりま

す。 

 

偏食があって困っています。 家にいる時、自分の陣地から

動かないことです。 

家にいる時、１人でトイレに

行けないことです。 

仕事を午後から休まなくて

はならず、それによって給料

が減ることです。 

  

通院 買物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 39 -



■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

問２０．障害福祉に関してご意見があればご記入ください。（自由記載） 

 １２名から回答がありました。児童通所での送迎に関する要望が２名から寄せられています。

今後の検討課題となっています。 

 また、パーキングパーミット制度や夜間の透析治療等の希望やストマ装着での就労等の要望も

寄せられています。このような要望に関しては、他機関との連携や実施に向けた検討が可能かな

どの課題も含め、優先順位をつけて、検討して行きたいと思います。 

 

親の意見 

現在、上ノ国にしか児童通所出来る所がなく、今は帰りの送りバスはあるけれど行きがな

いので送迎が負担です。有料でも構わないので、送迎サービスがあれば利用したいです。 

いつもお世話になり、ありがとうございます。現在、上ノ国に児童通所利用中ですが、車が

なくて通えない方もいて気の毒です。転勤などで来られ、知り合いもいなかったり、小さい

子がいて公共交通機関の利用が難しかったりする親子も支援できるようならいいのにと思

います。（例：送迎や訪問、町内での支援事業、無料タクシー等） 

困っている人が、助けられますように。 

ストマを持ちながら働ける環境を整備したいです。 

現在、病状にあった十分なケアを町や道から受けており、有難く思っております。 

障がい者同士でも仲良く出来て、楽しく過ごさせてもらってます。 

パーキングパーミット制度の導入を希望致します。障がい者用の駐車スペースに駐車したく

ても、障がい者のマークをつけていない方（元気な妊婦さんや歩ける年配者、健康な若い方

や子づれの親子等）が堂々と駐車しています。田舎ほどこのような事が本当に多いです。車

イス利用、身体不自由者は車の乗り降りにスペースも使うし、一歩でも 50cmでも近くに停

めたいのに駐車出来ない事が多くて困っております。 

児童通所を利用中ですが、自己負担金なく利用させていただいてますので、交通費まで助成

していただくのは申し訳ないです。 

みんな障がいに対して隠したがります。江差だけで何人いるかわからないけれども、障がい

者同士でも仲良く出来ないこともあります。簡単に声をかけていいのか考えてしまいます。

本当に障がいは頭が悪い物なのか、一度そんな機会があればいいと思います。しかし、きっ

と集まらないと思います。 

老人ホームなどでも、年齢などに関わらず利用できるようになればいいと思います。 

今までの支援に感謝しています。 

ヘルプマークがもっと認知されるといいなと思います。若いというだけで健康に見えるの

か、内部障がいへの理解はまだまだ少ないです。 

助けてください。 

現在は透析のために午後から仕事を休まなくてはならず、その分だけ給料が減ってしまうの

で透析を夜にしてほしいです。 

 

 

- 40 -



■第２章 障がいのある人・障がいのある児童を取り巻く状況  
    

江差町の福祉に関するアンケート集計結果について（総括）  
今回の調査は、町内の障がいを持っている方々の、主に生活環境や就労状況を把握し、同時に

困っていること等について記入をお願いし、今後の計画の参考とするために回答してもらいまし

た。無作為の１００名に郵送し、６３名から回答を頂きました。江差町では３障害を合わせると

７５０名を超える障がい者がいます（重複障がい者も含む）ので回答頂いたものが、江差町の障

がい者の現状の全てではありませんが、様々な意見を聞くことが出来ました。集計の結果では、

現状の生活を継続したいと希望している人が多く、それに伴い、相談支援体制や在宅サービスの

充実の課題が見えてきました。今後は相談支援機関の周知や気軽に相談できる体制の整備を図っ

ていきます。また、就労に関しても就労希望者への相談支援の必要性も浮き彫りになりました。

今後は市町村や相談支援機関、ハローワーク等で情報を共有し連携した支援が行えるかなどの協

議をすすめる必要があります。 

最後に、記入して頂いた困りごとについて、児童通所の送迎や夜間の透析治療、パーキングパ

ーミット制度等の要望がありました。これらのことについては、優先順位をつけて検討して行き

たいと思います。 
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